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目

次

▷

地㈠
　
事
業
者

東
京
都

東
京
都
知
事
　
小
池
　
百
合
子

新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号

多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
　
奥
山
　
宏
二

立
川
市
泉
町
千
七
十
八
番
地
九
十
二

㈡
　
環
境
影
響
評
価
の
実
施
者
（
都
市
計
画
を
定
め
る
者
）

東
京
都

東
京
都
知
事
　
小
池
　
百
合
子

新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号

二
　
対
象
事
業
の
名
称
及
び
種
類

多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
（
上
北
台
～
箱
根
ケ
崎
）
建
設
事
業

モ
ノ
レ
ー
ル
の
建
設

三
　
対
象
事
業
の
内
容
の
概
略

対
象
事
業
は
、
東
大
和
市
上
北
台
一
丁
目
地
内
の
多
摩
都
市
モ

ノ
レ
ー
ル
上
北
台
駅
付
近
を
起
点
と
し
、
西
多
摩
郡
瑞
穂
町
大
字

箱
根
ケ
崎
地
内
を
終
点
と
す
る
約
七
・
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
区
間

に
モ
ノ
レ
ー
ル
を
建
設
す
る
も
の
で
あ
る
。

四
　
評
価
書
案
に
つ
い
て
提
出
さ
れ
た
主
な
意
見
及
び
そ
れ
ら
に
つ

い
て
の
事
業
者
の
見
解
の
概
要

対
象
事
業
に
つ
い
て
、
都
民
の
意
見
は
な
く
、
事
業
段
階
関
係

市
町
長
か
ら
の
意
見
が
二
件
あ
っ
た
。

事
業
者
は
意
見
に
対
し
見
解
を
述
べ
て
お
り
、
そ
の
概
要
は
別

記
の
と
お
り
で
あ
る
。

五
　
見
解
書
の
縦
覧

㈠
　
期
間

告
　
　
　
示

○
東
京
都
環
境
影
響
評
価
条
例
に
よ
る
見
解
書
…
…
…
…
…

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
環
境
局
総
務
部
環
境
政
策
課
）…	

一

○
土
壌
汚
染
対
策
法
の
規
定
に
基
づ
く
汚
染
さ
れ
て
い
る
区

　
域
の
指
定
解
除
…（
環
境
局
環
境
改
善
部
化
学
物
質
対
策
課
）…	
四

○
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
師
の
研
修
及
び
業
務
従
事
者
に
対
す
る
講

　
習
の
指
定
…
…
…（
保
健
医
療
局
健
康
安
全
部
健
康
安
全
課
）…	

五

正
　
　
　
誤

○
令
和
六
年
五
月
七
日
付
東
京
都
告
示
第
六
百
十
五
号
…
…
…
…	

六

告
　
　
　
示

◉
東
京
都
告
示
第
六
百
三
十
七
号

東
京
都
環
境
影
響
評
価
条
例
（
昭
和
五
十
五
年
東
京
都
条
例
第
九

十
六
号
）
第
五
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
多
摩
都
市
モ
ノ

レ
ー
ル
（
上
北
台
～
箱
根
ケ
崎
）
建
設
事
業
に
つ
い
て
、
環
境
影
響

評
価
書
案
に
係
る
見
解
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
六
年
五
月
二
十
日東

京
都
知
事
　
小
　
池
　
百
合
子

一
　
事
業
者
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在

日
刊
（
日
曜
日
、
土
曜
日
、
休
日
休
刊
）

令
和
六
年
五
月
二
十
日
か
ら
同
年
六
月
十
日
ま
で
。
た
だ
し
、

日
曜
日
及
び
土
曜
日
を
除
く
。

㈡
　
時
間

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
三
十
分
ま
で

㈢
　
場
所

ア
　
東
大
和
市
市
民
環
境
部
環
境
対
策
課

東
大
和
市
中
央
三
丁
目
九
百
三
十
番
地

イ
　
武
蔵
村
山
市
環
境
部
環
境
課

武
蔵
村
山
市
本
町
一
丁
目
一
番
地
の
一

ウ
　
瑞
穂
町
住
民
部
環
境
課

西
多
摩
郡
瑞
穂
町
大
字
箱
根
ケ
崎
二
千
三
百
三
十
五
番
地

エ
　
東
京
都
環
境
局
総
務
部
環
境
政
策
課

新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号
　
東
京
都
庁
第
二
本
庁

舎
十
九
階

オ
　
東
京
都
多
摩
環
境
事
務
所
管
理
課

立
川
市
錦
町
四
丁
目
六
番
三
号
　
東
京
都
立
川
合
同
庁
舎

三
階
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別
記
（
原
文
の
ま
ま
記
載
）
 

・
評
価
書
案
に
つ
い
て
提
出
さ
れ
た
主
な
意
見
及
び
そ
れ
ら
に
つ
い
て
の
事
業
者
の
見
解
の
概
要
 

環
境
影
響
評
価
書
案
に
つ
い
て
提
出
さ
れ
た
都
民
の
意
見
書
及
び
事
業
段
階
関
係
市
町
長
の
意
見
の
件
数
は

表
1
に
示
す
と
お
り
で
す
。
 

 

表
1
 
意
見
等
の
件
数
 

意
見
等
 

件
数
 

都
民
の
意
見
書
 

０
 

事
業
段
階
関
係
市
町
長
の
意
見
 

２
 

合
計
 

２
 

 1
.
1
 
都
民
の
主
な
意
見
書
の
概
要
と
事
業
者
の
見
解
 

環
境
影
響
評
価
書
案
に
つ
い
て
、
都
民
の
意
見
書
は
提
出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

 1
.
2
 
事
業
段
階
関
係
市
町
長
の
意
見
と
事
業
者
の
見
解
 

事
業
段
階
関
係
市
町
長
の
意
見
及
び
そ
れ
ら
に
つ
い
て
の
事
業
者
の
見
解
は
、
以
下
に
示
す
と
お
り
で
す
。 

 1
.
2
.
1 
東
大
和
市
長
の
意
見
と
事
業
者
の
見
解
 

環
境
影
響
評
価
書
案
に
つ
い
て
、
東
大
和
市
長
の
意
見
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

  
 

 1
.
2
.
2 
武
蔵
村
山
市
長
の
意
見
と
事
業
者
の
見
解
 

武
蔵
村
山
市
長
の
意
見
 

事
業
者
の
見
解
 

１
 
騒
音
・
振
動
 

工
事
を
実
施
す
る
に
当
た
り
、
騒
音
及
び
振
動
が

発
生
す
る
要
因
と
し
て
、
建
築
物
の
解
体
及
び
建
設

機
械
の
稼
働
や
工
事
用
車
両
の
走
行
に
伴
う
騒
音
及

び
振
動
の
発
生
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
工
事
の

施
工
に
当
り
、
低
騒
音
型
の
建
築
機
械
の
使
用
や
工

事
用
車
両
の
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
の
励
行
等
の

徹
底
に
努
め
、
当
該
現
場
周
辺
環
境
の
悪
化
を
さ
せ

な
い
よ
う
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
 

ま
た
、
事
業
期
間
が
長
期
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
、
昼

間
・
夜
間
と
も
に
周
辺
住
民
に
は
十
分
な
配
慮
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
 

工
事
を
実
施
す
る
に
当
た
り
、
現
場
状
況
に
合
わ
せ

て
低
騒
音
、
低
振
動
の
工
法
、
機
械
を
採
用
す
る
と
と

も
に
、
敷
地
境
界
付
近
に
近
い
箇
所
で
は
、
仮
囲
い
等

を
設
置
し
ま
す
。
工
事
用
車
両
の
走
行
に
際
し
て
は
、

法
定
速
度
の
遵
守
や
ア
イ
ド
リ
ン
グ
を
行
わ
な
い
等
、

近
隣
住
民
に
著
し
い
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ

う
十
分
に
配
慮
し
ま
す
。
 

ま
た
、
夜
間
工
事
を
行
う
と
き
に
は
、
可
能
な
限
り

作
業
時
間
が
少
な
く
な
る
よ
う
な
施
工
計
画
を
検
討

し
、
近
隣
の
住
民
及
び
関
係
機
関
等
に
対
し
て
、
工
事

の
実
施
期
間
、
内
容
等
に
つ
い
て
事
前
に
周
知
す
る
と

と
も
に
、
騒
音
・
振
動
を
必
要
最
低
限
に
と
ど
め
る
等
、

環
境
保
全
に
努
め
ま
す
。
 

 

２
 
土
壌
汚
染
 

現
地
調
査
の
結
果
、
汚
染
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
環
境
確
保
条
例
第

1
1
7
条
の

届
出
を
遅
滞
な
く
提
出
し
、
適
切
な
措
置
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
 

工
事
の
施
行
に
先
立
ち
、「
土
壌
汚
染
対
策
法
」（
平

成
1
4
年
５
月

2
9
日
法
律
第

5
3
号
）
第
４
条
及
び
「
環

境
確
保
条
例
」
（
平
成

1
2
年

1
2
月

2
2
日
条
例
第

2
15

号
）
第

1
1
7
条
に
基
づ
き
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果

を
届
出
ま
す
。
調
査
の
結
果
、
土
壌
汚
染
の
お
そ
れ
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
「
東
京
都
土
壌
汚
染

対
策
指
針
」（
平
成

3
1
年
３
月

1
8
日
告
示
第

3
9
4
号
）

等
に
基
づ
き
、
適
切
な
措
置
を
講
じ
ま
す
。
 

 

３
 
日
影
 

高
架
構
造
物
（
駅
部
、
軌
道
部
）
の
建
設
に
よ
り
周

辺
住
民
の
生
活
環
境
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ

う
十
分
な
配
慮
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
 

 

高
架
構
造
物
（
駅
部
、
軌
道
部
）
の
建
設
に
お
い
て
、

モ
ノ
レ
ー
ル
施
設
の
構
造
及
び
高
さ
に
配
慮
す
る
こ

と
に
よ
り
、「
建
築
基
準
法
」（
昭
和

2
5
年
５
月

2
4
日

法
律
第

2
0
1
号
）
、「
東
京
都
日
影
に
よ
る
中
高
層
建
築

物
の
高
さ
の
制
限
に
関
す
る
条
例
」（
昭
和

5
3
年

7
月

1
4
日
条
例
第

6
3
号
）
の
規
制
時
間
を
大
部
分
の
区
間

で
満
足
し
ま
す
。
一
方
、
規
制
時
間
を
超
え
る
日
影
が

駅
舎
部
及
び
軌
道
部
の
一
部
の
区
間
で
生
じ
ま
す
。
 

規
制
基
準
を
超
え
る
日
影
が
発
生
す
る
区
間
に
つ

い
て
は
、
「
公
共
施
設
の
設
置
に
起
因
す
る
日
陰
に
よ

り
生
ず
る
損
害
等
に
係
る
費
用
負
担
に
つ
い
て
」
（
平

成
15
年
７
月

11
日
国
土
交
通
省
国
総
国
調
第

46
号
）

を
参
考
に
し
、
関
係
者
と
協
議
の
上
対
処
す
る
と
と
も

に
、
周
辺
住
民
の
生
活
環
境
に
可
能
な
限
り
配
慮
し
て

い
き
ま
す
。
 

な
お
、
特
に
配
慮
す
べ
き
社
会
福
祉
施
設
や
医
療
機

関
等
の
施
設
の
一
部
で
は
、
１
～
２
時
間
程
度
の
日
影

が
生
じ
る
も
の
の
、
規
制
時
間
を
超
え
る
日
影
は
生
じ

な
い
と
予
測
さ
れ
ま
す
。
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武
蔵
村
山
市
長
の
意
見
 

事
業
者
の
見
解
 

４
 
電
波
障
害
 

工
事
の
実
施
に
伴
う
電
波
障
害
を
可
能
な
限
り
回

避
ま
た
は
低
減
す
る
よ
う
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
 

モ
ノ
レ
ー
ル
施
設
の
高
さ
等
に
配
慮
す
る
こ
と
で
、

電
波
障
害
を
可
能
な
限
り
回
避
ま
た
は
低
減
す
る
よ

う
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
工
事
の
実
施
に
よ
り
テ
レ
ビ

電
波
障
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、
ア
ン
テ
ナ
設
置
位
置

の
調
整
に
よ
る
受
信
対
策
等
の
適
切
な
対
策
を
実
施

し
ま
す
。
加
え
て
、
住
民
等
か
ら
の
問
合
せ
窓
口
を
明

確
に
し
、
申
出
が
あ
っ
た
場
合
は
適
切
に
対
応
し
ま

す
。
 

 

５
 
景
観
 

 
特
段
の
意
見
無
し
。
 

―
 

６
 
史
跡
・
文
化
財
 

 
特
段
の
意
見
無
し
。
 

―
 

７
 
自
然
と
の
触
れ
合
い
活
動
の
場
 

 
特
段
の
意
見
無
し
。
 

―
 

８
 
廃
棄
物
 

工
事
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
建
設
発
生
土
及
び

建
築
廃
棄
物
が
発
生
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、

で
き
る
だ
け
、
建
築
廃
棄
物
の
再
利
用
及
び
再
資
源

化
を
推
進
し
、
廃
棄
物
等
の
減
量
に
努
め
て
い
た
だ

き
た
い
。
 

ま
た
、
再
利
用
及
び
再
資
源
化
で
き
な
い
廃
棄
物

等
に
つ
い
て
は
、
関
係
法
令
等
の
規
定
に
基
づ
き
、
適

正
に
処
理
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
 

建
設
工
事
に
よ
り
発
生
す
る
建
設
発
生
土
は
、
埋
戻

し
に
利
用
す
る
等
、
事
業
区
間
内
で
可
能
な
限
り
再
利

用
を
図
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。
建
設
廃
棄
物
は
、
発
生

抑
制
に
努
め
る
と
と
も
に
、
発
生
し
た
廃
棄
物
は
産
業

廃
棄
物
の
許
可
を
受
け
て
い
る
業
者
に
委
託
し
、
再
資

源
化
施
設
に
持
ち
込
む
等
、
再
資
源
化
を
推
進
し
ま

す
。
 

な
お
、
有
効
利
用
が
困
難
な
建
設
発
生
土
及
び
再
資

源
化
が
困
難
な
建
設
廃
棄
物
は
、
関
係
法
令
を
遵
守

し
、
適
正
に
処
理
し
ま
す
。
 

  

 
 

 1
.
2
.
3 
瑞
穂
町
長
の
意
見
と
事
業
者
の
見
解
 

瑞
穂
町
長
の
意
見
 

事
業
者
の
見
解
 

１
 
全
体
的
な
意
見
 

（
１
）
 
地
域
住
民
へ
の
説
明
等
 

事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
各
種
手
続
き
や
施

工
中
及
び
完
了
後
等
様
々
な
段
階
に
お
い
て
、
地
域

住
民
に
積
極
的
な
情
報
提
供
と
分
か
り
や
す
い
周
知

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
 

 

事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
工
事
の
実
施
内
容
等

に
つ
い
て
、
地
域
住
民
が
理
解
し
や
す
い
内
容
及
び
表

現
で
、
適
切
な
時
期
に
周
知
を
図
り
ま
す
。
 

 

（
２
）
 
町
民
の
意
見
・
要
望
等
 

環
境
影
響
評
価
書
案
の
内
容
に
対
す
る
町
民
の
意

見
・
要
望
を
反
映
す
る
だ
け
で
な
く
、
工
事
期
間
中
に

寄
せ
ら
れ
た
周
辺
住
民
か
ら
の
意
見
・
要
望
も
真
摯

に
受
け
止
め
、
環
境
保
全
上
必
要
な
措
置
を
講
じ
て

い
た
だ
き
た
い
。
 

 

工
事
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
都
民
の
意
見
や
事
業

段
階
関
係
市
町
の
意
見
等
に
加
え
、
今
後
工
事
期
間
中

に
寄
せ
ら
れ
る
意
見
等
に
対
し
て
も
、
適
切
に
対
応
し

て
い
き
ま
す
。
 

（
３
）
 
交
通
安
全
の
確
保
 

一
般
車
両
の
通
行
に
影
響
を
与
え
な
い
よ
う
、
走

行
ル
ー
ト
等
の
設
定
な
ど
に
つ
い
て
関
係
機
関
と
十

分
協
議
し
、
交
通
渋
滞
の
防
止
や
地
域
住
民
へ
の
交

通
安
全
の
確
保
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
 

工
事
用
車
両
の
走
行
ル
ー
ト
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

一
般
車
両
、
緊
急
車
両
及
び
近
隣
住
民
の
日
常
生
活
に

著
し
い
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
十
分
に
検

討
し
、
道
路
管
理
者
、
交
通
管
理
者
等
の
関
係
機
関
と

協
議
の
上
、
決
定
し
ま
す
。
 

ま
た
、
工
事
用
車
両
の
出
入
口
付
近
に
交
通
誘
導
員

を
配
置
す
る
こ
と
で
、
歩
行
者
や
自
転
車
の
移
動
阻
害

を
防
ぐ
と
と
も
に
、
工
事
用
車
両
の
法
定
速
度
を
守
る

等
、
安
全
運
転
を
徹
底
し
、
交
通
安
全
の
確
保
に
努
め

ま
す
。
 

 

（
４
）

 
公
害
等
の
防
止
に
向
け
た
法
令
等
規
制
値

へ
の
対
応
 

法
令
等
に
よ
る
公
害
防
止
の
規
制
基
準
を
遵
守
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
事
業
に
お
い
て
使
用
す
る

重
機
等
は
、
窒
素
酸
化
物
や
浮
遊
粒
子
状
物
質
、
騒

音
・
振
動
等
の
低
減
が
見
込
ま
れ
る
最
新
技
術
の
設

備
・
機
器
等
を
使
用
す
る
と
と
も
に
、
最
新
工
法
を
積

極
的
に
採
用
し
、
公
害
対
策
に
万
全
を
期
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
 

工
事
の
施
行
に
当
た
っ
て
は
、
法
令
等
に
よ
る
公
害

防
止
の
規
制
基
準
を
遵
守
し
ま
す
。
ま
た
、
環
境
へ
の

影
響
の
低
減
が
見
込
ま
れ
る
建
設
機
械
や
工
法
を
積

極
的
に
採
用
し
て
い
き
ま
す
。

 

 



4令和6年5月20日（月曜日）（第18064号） 東　京　都　公　報

◉
東
京
都
告
示
第
六
百
三
十
八
号

土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
一
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
六
年
東
京
都
告
示
第
五
百
六
十
一
号

に
よ
り
指
定
し
た
区
域
の
全
部
の
指
定
を
解
除
す
る
の
で
、
同
条
第

三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
六
年
五
月
二
十
日東

京
都
知
事
　
小
　
池
　
百
合
子

一
　
指
定
を
解
除
す
る
区
域
　
別
図
の
と
お
り
（
目
黒
区
中
目
黒
二

丁
目
地
内
）

二
　
土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十

九
号
）
第
三
十
一
条
第
二
項
の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
か
っ
た
特

定
有
害
物
質
の
種
類
　
鉛
及
び
そ
の
化
合
物

三
　
講
じ
ら
れ
た
汚
染
の
除
去
等
の
措
置
　
土
壌
汚
染
の
除
去

 

瑞
穂
町
長
の
意
見
 

事
業
者
の
見
解
 

２
 
評
価
項
目
に
関
す
る
意
見

 

（
１
）
 
騒
音
・
振
動
 

工
事
施
工
中
の
建
設
機
械
の
稼
働
及
び
工
事
車
両

の
走
行
に
伴
っ
て
発
生
す
る
騒
音
・
振
動
に
つ
い
て

近
隣
へ
の
影
響
を
極
力
小
さ
く
す
る
よ
う
努
め
て
い

た
だ
き
た
い
。
 

工
事
を
実
施
す
る
に
当
た
り
、
現
場
状
況
に
合
わ
せ

て
低
騒
音
、
低
振
動
の
工
法
、
機
械
を
採
用
す
る
と
と

も
に
、
敷
地
境
界
付
近
に
近
い
箇
所
で
は
、
仮
囲
い
等

を
設
置
し
ま
す
。
工
事
用
車
両
の
走
行
に
際
し
て
は
、

法
定
速
度
の
遵
守
や
ア
イ
ド
リ
ン
グ
を
行
わ
な
い
等
、

近
隣
住
民
に
著
し
い
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ

う
十
分
に
配
慮
し
ま
す
。
 

ま
た
、
夜
間
工
事
を
行
う
と
き
に
は
、
可
能
な
限
り

作
業
時
間
が
少
な
く
な
る
よ
う
な
施
工
計
画
を
検
討

し
、
近
隣
の
住
民
及
び
関
係
機
関
等
に
対
し
て
、
工
事

の
実
施
期
間
、
内
容
等
に
つ
い
て
事
前
に
周
知
す
る
と

と
も
に
、
騒
音
・
振
動
を
必
要
最
低
限
に
と
ど
め
る
等
、

環
境
保
全
に
努
め
ま
す
。
 

 

（
２
）
 
電
波
障
害
 

工
事
の
実
施
に
伴
う
電
波
障
害
を
可
能
な
限
り
回

避
ま
た
は
低
減
す
る
た
め
の
措
置
に
つ
い
て
、
工
事

の
施
工
中
及
び
工
事
の
完
了
後
に
わ
た
っ
て
検
討
を

行
う
と
と
も
に
、
電
波
障
害
が
生
じ
た
場
合
は
環
境

影
響
評
価
書
案
に
記
載
さ
れ
て
い
る
措
置
を
確
実
に

実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
 

モ
ノ
レ
ー
ル
施
設
の
高
さ
等
に
配
慮
す
る
こ
と
で
、

電
波
障
害
を
可
能
な
限
り
回
避
ま
た
は
低
減
す
る
よ

う
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
工
事
の
実
施
に
よ
り
テ
レ
ビ

電
波
障
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、
ア
ン
テ
ナ
設
置
位
置

の
調
整
に
よ
る
受
信
対
策
等
の
適
切
な
対
策
を
実
施

し
ま
す
。
加
え
て
、
住
民
等
か
ら
の
問
合
せ
窓
口
を
明

確
に
し
、
申
出
が
あ
っ
た
場
合
は
適
切
に
対
応
し
ま

す
。
 

 

（
３
）
 
日
影
 

高
架
構
造
物
（
駅
部
、
軌
道
部
）
の
存
在
が
日
影
に

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
よ
り
周
辺
住
民
の
生
活
環
境

を
損
な
う
こ
と
の
な
い
よ
う
十
分
な
配
慮
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
規
制
基
準
を
超
え
る
日
影
が
発
生
す

る
区
間
に
つ
い
て
は
環
境
影
響
評
価
書
案
に
記
載
さ

れ
て
い
る
と
お
り
、
関
係
者
と
十
分
な
協
議
を
行
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。
 

高
架
構
造
物
（
駅
部
、
軌
道
部
）
の
建
設
に
お
い
て
、

モ
ノ
レ
ー
ル
施
設
の
構
造
及
び
高
さ
に
配
慮
す
る
こ

と
に
よ
り
、「
建
築
基
準
法
」（
昭
和

2
5
年
５
月

2
4
日

法
律
第

2
0
1
号
）
、「
東
京
都
日
影
に
よ
る
中
高
層
建
築

物
の
高
さ
の
制
限
に
関
す
る
条
例
」（
昭
和

5
3
年

7
月

1
4
日
条
例
第

6
3
号
）
の
規
制
時
間
を
大
部
分
の
区
間

で
満
足
し
ま
す
。
一
方
、
規
制
時
間
を
超
え
る
日
影
が

駅
舎
部
及
び
軌
道
部
の
一
部
の
区
間
で
生
じ
ま
す
。
 

規
制
基
準
を
超
え
る
日
影
が
発
生
す
る
区
間
に
つ

い
て
は
、
「
公
共
施
設
の
設
置
に
起
因
す
る
日
陰
に
よ

り
生
ず
る
損
害
等
に
係
る
費
用
負
担
に
つ
い
て
」
（
平

成
15
年
７
月

11
日
国
土
交
通
省
国
総
国
調
第

46
号
）

を
参
考
に
し
、
関
係
者
と
協
議
の
上
対
処
す
る
と
と
も

に
、
周
辺
住
民
の
生
活
環
境
に
可
能
な
限
り
配
慮
し
て

い
き
ま
す
。
 

な
お
、
特
に
配
慮
す
べ
き
医
療
機
関
や
文
化
財
等
の

施
設
の
一
部
で
は
、
１
時
間
程
度
の
日
影
が
生
じ
る
も

の
の
、
規
制
時
間
を
超
え
る
日
影
は
生
じ
な
い
と
予
測

さ
れ
ま
す
。
 

 

 



5 令和6年5月20日（月曜日） （第18064号）東　京　都　公　報

◉
東
京
都
告
示
第
六
百
三
十
九
号

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
七
号
）
第
八

条
の
二
第
一
項
及
び
第
八
条
の
三
の
規
定
に
基
づ
き
、
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
師
の
研
修
及
び
業
務
従
事
者
に
対
す
る
講
習
を
次
の
よ
う
に
指
定

す
る
。令

和
六
年
五
月
二
十
日東

京
都
知
事
　
小
　
池
　
百
合
子

一

研
修
及
び
講
習
の

主
催
者
の
名
称
及

び
所
在
地

公
益
財
団
法
人
全
国
生
活
衛
生
営
業
指
導

セ
ン
タ
ー

港
区
新
橋
六
丁
目
八
番
二
号

二

研
修
及
び
講
習
の

開
催
年
月
日
並
び

に
会
場
の
名
称
及

び
所
在
地

㈠
　
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
師
の
研
修

　
ア
　�

令
和
六
年
七
月
二
十
八
日

　
　
　�

日
本
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
文
京
区
後
楽
二
丁
目
三
番
十
号

　
イ
　
令
和
六
年
九
月
十
五
日

　
　
　�

レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
ス
タ
イ
ル
東
京
西

葛
西

　
　
　�

江
戸
川
区
西
葛
西
六
丁
目
十
七
番

　
　
　
九
号

　
ウ
　
令
和
六
年
九
月
二
十
六
日

　
　
　
日
本
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
文
京
区
後
楽
二
丁
目
三
番
十
号

　
エ
　
令
和
六
年
十
月
二
十
日

　
　
　�

ト
ヨ
タ
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

東
京

　
　
　
立
川
市
羽
衣
町
一
丁
目
三
番
四
号

　
オ
　�

令
和
六
年
十
一
月
十
七
日

　
　
　�

（
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律

第
百
三
十
七
号
）
に
基
づ
く
特
別

管
理
産
業
廃
棄
物
管
理
責
任
者
の

資
格
を
得
る
た
め
の
研
修
（
以
下

「
特
管
物
研
修
」
と
い
う
。
）
を

含
む
。
）



6令和6年5月20日（月曜日）（第18064号） 東　京　都　公　報

　
　
　
日
本
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
文
京
区
後
楽
二
丁
目
三
番
十
号

㈡
　
業
務
従
事
者
に
対
す
る
講
習

　
ア
　
令
和
六
年
七
月
十
八
日

　
　
　
日
本
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
文
京
区
後
楽
二
丁
目
三
番
十
号

　
イ
　
令
和
六
年
八
月
七
日

　
　
　
日
本
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
文
京
区
後
楽
二
丁
目
三
番
十
号

　
ウ
　
令
和
六
年
八
月
二
十
一
日

　
　
　
日
本
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
文
京
区
後
楽
二
丁
目
三
番
十
号

　
エ
　
令
和
六
年
九
月
十
一
日

　
　
　
日
本
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
文
京
区
後
楽
二
丁
目
三
番
十
号

　
オ
　
令
和
六
年
九
月
二
十
日

　
　
　
日
本
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
文
京
区
後
楽
二
丁
目
三
番
十
号

　
カ
　
令
和
六
年
十
月
十
日

　
　
　
日
本
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
文
京
区
後
楽
二
丁
目
三
番
十
号

　
キ
　
令
和
六
年
十
月
二
十
五
日

　
　
　
日
本
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
文
京
区
後
楽
二
丁
目
三
番
十
号

　
ク
　
令
和
六
年
十
一
月
一
日

　
　
　
日
本
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
文
京
区
後
楽
二
丁
目
三
番
十
号

　
ケ
　
令
和
六
年
十
一
月
二
十
八
日

　
　
　�

ト
ヨ
タ
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

東
京

　
　
　
立
川
市
羽
衣
町
一
丁
目
三
番
四
号

　
コ
　
令
和
六
年
十
二
月
四
日

　
　
　
日
本
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
文
京
区
後
楽
二
丁
目
三
番
十
号

　
サ
　
令
和
六
年
十
二
月
十
二
日

　
　
　
日
本
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
文
京
区
後
楽
二
丁
目
三
番
十
号

　
シ
　
令
和
六
年
十
二
月
十
八
日

　
　
　�

ト
ヨ
タ
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

東
京

　
　
　
立
川
市
羽
衣
町
一
丁
目
三
番
四
号

　
ス
　
令
和
七
年
一
月
十
七
日

　
　
　
日
本
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
文
京
区
後
楽
二
丁
目
三
番
十
号

　
セ
　
令
和
七
年
一
月
二
十
三
日

　
　
　
日
本
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
文
京
区
後
楽
二
丁
目
三
番
十
号

　
ソ
　
令
和
七
年
二
月
十
四
日

　
　
　
日
本
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
文
京
区
後
楽
二
丁
目
三
番
十
号

　
タ
　
令
和
七
年
二
月
二
十
一
日

　
　
　
日
本
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
文
京
区
後
楽
二
丁
目
三
番
十
号

三

受
講
料

㈠
　�

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
師
の
研
修
　
五
千
円

（
特
管
物
研
修
を
含
む
場
合
　
八
千

円
）

㈡
　�

業
務
従
事
者
に
対
す
る
講
習
　
四
千

五
百
円

正
　
　
　
誤

○
令
和
六
年
五
月
七
日
付
東
京
都
告
示
第
六
百
十
五
号

ペ
ー
ジ

段

行

誤

正

　
　
三

上

後
か
ら

　
　
七

㈠
四
・
〇
メ
ー
ト

ル

四
・
〇
メ
ー
ト

ル

発 行
東

京

都

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号

電
話

〇
三（
五
三
二
一
）一
一
一
一（
代
）
郵便番号
１６３―８００１
定 価

本
号

円

一
箇
月

円

（
郵
送
料
を
含
む
。）
印刷所
電
話

〇
三（
五
二
七
六
）〇
八
一
一（
代
）
郵便番号
１０１―００５１

三

鈴

印

刷

株

式

会

社

東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町
二
丁
目
三
十
二
番
地
一

三
〇

六
、
六
〇
〇


